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【手続補正書】
【提出日】平成25年11月18日(2013.11.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　一実施形態において、フィルタおよび／またはデバイスは、フィルタリングされた広帯
域ビームがフィルタもしくはデバイスから出る際に通る出口点からなる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２７】



(4) JP 2013-545107 A5 2014.2.6

【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３７】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４７】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９７】
　　【図１ａ】　広帯域ビームを修正するための従来技術のデバイスを示す図。
　　【図１ｂ】　同調可能フィルタに使用される電子制御部の従来技術の概略図。
　　【図２】　従来技術で広帯域光源の直後およびスペクトル・スプリッタからの２つの
出力アームのところの光スペクトルの測定結果を示すグラフ。
　　【図３】　従来技術で時間の関数としてスペクトル・スプリッタからの２つの出力ア
ームのところの光パワーの測定結果を示すグラフ。
　　【図４】　従来技術における同調可能フィルタの後の光スペクトルの測定結果を示す
グラフ。
　　【図５ａ】　本発明の一実施形態による同調可能広帯域フィルタを示す図。
　　【図５ｂ】　広帯域光源からの、本発明による同調可能フィルタの後の測定されたス
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ペクトルを示すグラフ。
　　【図５ｃ】　広帯域光源からの、本発明による同調可能フィルタの後の測定されたス
ペクトルを示すグラフ。この場合、フィルタリングされたスペクトルはスパイクを含む。
　　【図６】　本発明の一実施形態による２つの同調可能な広帯域スペクトル出力を含め
る方法を示す図。
【発明を実施するための形態】
【手続補正５５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１６
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正６４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２９
【補正方法】変更



(9) JP 2013-545107 A5 2014.2.6

【補正の内容】
【０１２９】
【表１】

　波長を得るために、角度分散素子を回す前にミラーを回した。標準角度は、典型的には
、１度未満であった。その結果得られる中心波長の変化を、スネルの法則を使用すること
によって計算することができる。
【手続補正７４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３１】
本発明の実施形態は、以下の項目群に従ってさらに明確に指示される。
１．入射広帯域ビームをフィルタリングするためのフィルタであって、広帯域ビームは前
記フィルタを通してビーム経路を画成し、前記フィルタは、
　前記ビーム経路の第１の部分に沿って入射広帯域ビームを誘導するように配置構成され
たビーム誘導光学系と、
　前記広帯域ビームの前記第１の部分が、ある入射角で前記角度分散素子の第１の表面上
に入射するように配置構成され、これにより、広帯域ビームの異なる波長の光は、異なる
角度で前記角度分散素子から出て、角度分散ビームを形成するように配置構成された角度
分散素子と、
　前記角度分散素子の後に配置構成され、前記角度分散ビームの少なくとも一部をビーム
経路に沿った第１の位置のスポットに集束するように配置構成される組みレンズと、
　導光部分、および導光部分が前記スポット内に集束するビームの少なくとも一部を集光
するように前記第１の位置に配置構成された端面からなる光導波路と
からなるフィルタ。
２．前記スポット内の角度分散ビームは、前記入射角度分散ビームの１つの波長帯内の光
のみが前記導光部分によって集光され、前記１つの波長帯の外の波長の光はフィルタリン
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グで除去されるように導光部分の断面直径より大きい断面直径を有する項目１に記載のフ
ィルタ。
３．前記第１の位置は、実質的に前記組みレンズの焦点面内にある項目１または２に記載
のフィルタ。
４．前記第１の位置は、前記組みレンズの焦点面からオフセットされた平面にある項目１
または２に記載のフィルタ。
５．１つの波長帯は、スペクトル幅Δλおよび中心波長λｃを持つスペクトル形状を有す
る項目２から４のいずれか１項に記載のフィルタ。
６．前記ビーム誘導光学系は、ビーム経路の前記第１の部分に沿って前記広帯域ビームを
誘導するように配置構成された少なくとも１つの反射素子からなる項目１から５のいずれ
か１項に記載のフィルタ。
７．前記反射素子は、ミラーからなる項目６に記載のフィルタ。
８．前記ミラーのうちの少なくとも１つはダイクロイック・ミラーである項目７に記載の
フィルタ。
９．反射素子および／または角度分散素子は、これらの素子間のビーム経路の部分に関し
て回転可能であるように配置構成される項目６から８のいずれか１項に記載のフィルタ。
１０．中心波長に関して同調可能である項目１から９のいずれか１項に記載のフィルタ。
１１．前記スポットおよび前記端面は、前記中心波長が同調されるような形で互いに関し
て移動されうる項目１から１０のいずれか１項に記載のフィルタ。
１２．前記角度分散素子に関する前記ビーム経路の前記第１の部分の入射角は、前記中心
波長が同調されるように変更されうる項目１から１１のいずれか１項に記載のフィルタ。
１３．前記入射角は、前記ビーム経路の前記第１の部分に関して前記角度分散素子を回転
することによって変更される項目１２に記載のフィルタ。
１４．反射素子は、前記ビーム経路の第１の部分が変更されるように、また前記入射角が
変化するように回転可能である項目１から１３のいずれか１項に記載のフィルタ。
１５．角度分散素子およびビーム誘導光学系の相対的配向を制御するように配置構成され
た制御ユニットからなる項目１から１４のいずれか１項に記載のフィルタ。
１６．フィルタリングされた広帯域ビームのスペクトル幅は、約２０ｎｍから約７００ｎ
ｍまでの範囲など、約３０ｎｍから約５００ｎｍまでの範囲など、約５０ｎｍから約４０
０ｎｍまでの範囲など、約１０ｎｍから約１０００ｎｍまでの範囲内である項目１から１
５のいずれか１項に記載のフィルタ。
１７．フィルタリングされた広帯域ビームの中心波長は、約５００ｎｍから約１５００ｎ
ｍまでの範囲など、約４００ｎｍから約２０００ｎｍまでの範囲内である項目１から１６
のいずれか１項に記載のフィルタ。
１８．組みレンズとファイバー端面との間の距離は、前記ファイバー端面におけるスポッ
トの断面寸法が変化し、フィルタリングされた広帯域ビームのスペクトル幅が同調される
ように変更されうる項目１から１７のいずれか１項に記載のフィルタ。
１９．前記スポットにおける光の波長が変化する前記スポットの寸法は、その寸法に沿っ
た導光部分の断面寸法より大きい項目１から１８のいずれか１項に記載のフィルタ。
２０．前記角度分散素子は、くさび、または角柱、および回折素子の群から選択される項
目１から１９のいずれか１項に記載のフィルタ。
２１．前記光導波路は、光ファイバーである項目１から２０のいずれか１項に記載のフィ
ルタ。
２２．前記光ファイバーは、単一モード光ファイバーである項目２１に記載のフィルタ。
２３．前記光ファイバーは、微細構造エンドレス単一モード光ファイバーである項目２１
に記載のフィルタ。
２４．空間フィルタ素子は、好ましくは前記角度分散素子と前記組みレンズとの間の、前
記ビーム経路内に配置構成される項目１から２３のいずれか１項に記載のフィルタ。
２５．前記スペクトル形状は、ガウス分布、ローレンツ分布、ベッセル分布、フォークト
分布、または超ガウス分布の群から選択される項目１から２４のいずれか１項に記載のフ
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ィルタ。
２６．ビーム経路に沿った第１の位置のところで前記ビームを監視するように配置構成さ
れた監視ユニットからなる項目１から２５のいずれか１項に記載のフィルタ。
２７．前記第１の位置は、前記光導波路の後である項目２６に記載のフィルタ。
２８．ビームの光パワーの数分の１を前記監視ユニットに向けるための反射体からなる項
目２６または２７に記載のフィルタ。
２９．前記モニタ・ユニットは、ビームのスペクトル特性を測定する項目２６から２８の
いずれか１項に記載のフィルタ。
３０．前記モニタ・ユニットは、ビームの光パワーを測定する項目２６から２９のいずれ
か１項に記載のフィルタ。
３１．前記モニタは、前記制御ユニットにフィードバックを送るように配置構成される項
目２６から３０のいずれか１項に記載のフィルタ。
３２．前記制御ユニットは、前記フィルタリングされた広帯域ビームを安定化するような
方法で前記フィードバックに基づき前記ビーム経路の前記第１の部分および前記角度分散
素子の相対的配向を制御するように配置構成される項目３１に記載のフィルタ。
３３．フィルタリングされた広帯域ビームは、スペクトル・プロファイルに関して安定化
される項目３２に記載のフィルタ。
３４．フィルタリングされた広帯域ビームは、光パワーに関して安定化される項目３２ま
たは３３に記載のフィルタ。
３５．前記フィルタリングされた広帯域ビームは、約０．５秒未満など、約０．１秒未満
など、約０．０５秒未満など、約０．０１秒未満など、約０．００５秒未満など、約０．
００１秒未満など、約０．１ミリ秒未満など、約１秒未満で安定化される項目３２から３
４のいずれか１項に記載のフィルタ。
３６．反射素子の前に配置構成されたスペクトル・スプリッタからなり、前記スペクトル
・スプリッタは、入射広帯域ビームを光がより高い波長帯の波長を有する１つのビームと
、光がより低い波長帯の波長を有する１つのビームとに分割するように配置構成される項
目１から３５のいずれか１項に記載のフィルタ。
３７．デュアルバンドＯＣＴシステムであって、
　広帯域ビームを供給する広帯域光源と、
　項目１に記載の、前記広帯域光源から広帯域ビームをフィルタリングしてデュアルバン
ド信号を供給するように配置構成されたデバイスと
からなるデュアルバンドＯＣＴシステム。
３８．ＯＣＴシステムであって、
　広帯域ビームを供給する広帯域光源と、
　項目１に記載の、前記広帯域光源から広帯域ビームをフィルタリングしてＯＣＴシステ
ムに適したフィルタリングされた広帯域ビームを供給するように配置構成されたフィルタ
と
からなるＯＣＴシステム。
３９．広帯域光源からの信号をフィルタリングするための項目１から３６のいずれか１項
に記載のフィルタの使用。
４０．フィルタから出るフィルタリングされたビームまたはそこからの光は、光コヒーレ
ンス・トモグラフィ用のシステム内の光源として使用される項目３９に記載の使用。
４１．フィルタから出るフィルタリングされたビームまたはそこからの光は、白色光干渉
法用のシステム内の光源として使用される項目３９に記載の使用。
【手続補正７６】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
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【請求項１】
　入射スーパーコンティニウムビームをフィルタリングするためのフィルタにおいて、前
記スーパーコンティニウムビームは前記フィルタを通してビーム経路を画成し、前記フィ
ルタは、
　前記ビーム経路の第１の部分に沿って入射スーパーコンティニウムビームを誘導するよ
うに配置構成されたビーム誘導光学系と、
　前記スーパーコンティニウムビームの前記第１の部分が、ある入射角で前記角度分散素
子の第１の表面上に入射するように配置構成され、これにより、スーパーコンティニウム
ビームの異なる波長の光は、異なる角度で前記角度分散素子から出て、角度分散ビームを
形成するように配置構成された角度分散素子と、
　前記角度分散素子の後に配置構成され、前記角度分散ビームをビーム経路に沿った第１
の位置のスポットに集束する組みレンズと、
　導光部分、および導光部分が前記スポット内に集束するビームの少なくとも一部を集光
するように前記第１の位置に配置構成された端面からなる光導波路であって単一モード・
ファイバーである光導波路とからなり、前記スポット内の角度分散ビームは、前記入射角
度分散ビームの１つの波長帯内の光のみが前記導光部分によって集光され、前記１つの波
長帯の外の波長の光はフィルタリングで除去されるように導光部分の断面直径より大きい
断面直径を有し、１つの波長帯は、スペクトル幅Δλおよび中心波長λｃを持つスペクト
ル形状を有する、フィルタ。
【請求項２】
　前記ビーム誘導光学系は、ビーム経路の前記第１の部分に沿って前記スーパーコンティ
ニウムビームを誘導するように配置構成された少なくとも１つのミラーをさらに備え、前
記ミラーおよび角度分散素子のうちの少なくとも一方は、これらの素子間のビーム経路の
部分に対して相対的に回転自在であるように配置構成されて、前記角度分散素子に関する
前記ビーム経路の前記第１の部分の入射角は、前記中心波長が同調されるように変更され
うることによって、中心波長を同調することができる、請求項１に記載のフィルタ。
【請求項３】
　前記角度分散素子および前記ビーム誘導光学系の相対的配向を制御するための制御ユニ
ットをさらに備える、請求項１または２に記載のフィルタ。
【請求項４】
　フィルタリングされた前記スーパーコンティニウムビームのスペクトル幅は、５０ｎｍ
～４００ｎｍの範囲内にある、請求項１～３のいずれか一項に記載のフィルタ。
【請求項５】
　前記光導波路は微細構造エンドレス単一モード光ファイバーである、請求項１～４のい
ずれか一項に記載のフィルタ。
【請求項６】
　前記角度分散素子は、くさび、または角柱、および回折素子の群から選択される、請求
項１～５のいずれか一項に記載のフィルタ。
【請求項７】
　フィルタリングされた前記スーパーコンティニウムビームの中心波長は１３００ｎｍ～
１４００ｎｍの範囲内にある、請求項１～６のいずれか一項に記載のフィルタ。
【請求項８】
　フィルタリングされた前記スーパーコンティニウムビームのスペクトル形状はガウス分
布、ローレンツ分布、ベッセル分布、フォークト分布、または超ガウス分布の群から選択
される、請求項１～７のいずれか一項に記載のフィルタ。
【請求項９】
　空間フィルタ素子は、好ましくは前記角度分散素子と前記組みレンズとの間の、前記ビ
ーム経路内に配置される、請求項１～８のいずれか一項に記載のフィルタ。
【請求項１０】
　前記ミラーの前に配置されたスペクトル・スプリッタをさらに備え、前記スペクトル・
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スプリッタは、入射スーパーコンティニウムビームを、より高い波長帯の波長を有する１
つのビームと、光がより低い波長帯の波長を有する１つのビームとに分割するように配置
される、請求項１～９のいずれか一項に記載のフィルタ。
【請求項１１】
　広帯域光源から信号をフィルタリングするための、請求項１～１０のいずれか一項に記
載のフィルタの使用方法において、フィルタにある前記フィルタリングされたビームまた
はフィルタリングされたビームからの光のいずれかは、コヒーレンス・トモグラフィ用の
システムの光源、または白色光干渉法用のシステムの光源として用いられる、使用方法。
【請求項１２】
　スーパーコンティニウムビームを供給するスーパーコンティニウム光源と、
　前記スーパーコンティニウム光源からスーパーコンティニウムビームをフィルタリング
してＯＣＴシステムに適したフィルタリングされたスーパーコンティニウムビームを供給
するための、請求項１～１０のいずれか一項に記載のフィルタとを備えた、光コヒーレン
ス・トモグラフィ（ＯＣＴ）システム。
【請求項１３】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の第１および第２のフィルタからなる、入射スー
パーコンティニウムビームを修正するためのデバイスにおいて、前記デバイスは入射スー
パーコンティニウムビームを一方のビームがより高い波長帯にある波長の光を有し、他方
のビームがより低い波長帯にある波長の光を有する２つのビームに分割するためフィルタ
の前に配置されたスペクトル・スプリッタを備え、前記２つのビームのうちの一方は第１
のフィルタ内に導かれ、他方は第２のフィルタ内に導かれる、デバイス。
【請求項１４】
　第１のフィルタおよび第２のフィルタから出るフィルタリングされたビームを組み合わ
せるように配置されたスペクトル・コンバイナをさらに備える、請求項１３に記載のデバ
イス。
【請求項１５】
　デュアルバンド光コヒーレンス・トモグラフィ（ＯＣＴ）システムにおいて、
　スーパーコンティニウムビームを供給するスーパーコンティニウム光源と、
　前記スーパーコンティニウム光源からスーパーコンティニウムビームをフィルタリング
してデュアルバンド信号を供給するように配置構成された、請求項１３または１４に記載
のデバイスとを備えた、デュアルバンドＯＣＴシステム。
【手続補正７７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１０
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正８１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１１ａ
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１１ｂ
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１９
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正９１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
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